『倭語類解』の日本漢字音とその記載方法との関連について by 成, 暿慶
「倭語類解」(-八0六年前後刊）は、朝鮮資料における唯一
の 日 本 語 語 彙 集 で あ る 。 こ の 密 に 収 め ら れ た 語 彙 は 、 そ の 範 囲 が必ずしも広いとはいえないところもあるが、朝鮮における訳科充実 の た め に 使 わ れ た 日 本 話 の 学 習 書 で あ っ た 点 、 ま た 日 常 生 活 と密 接 な 関 係 を 持 つ 話 が 多 く 採 ら れ て い る 点 か ら 、 当 時 英 際 に 使 われ た 酋 葉 で あ る 可 能 性 が 非 常 に 高 い と 思 わ れ る 。
本租では、『倭語類解
j
の 体 裁 、 つ ま り 記 戟 方 法 を 分 析 す る こ
















永 平 寺 本 『 倭 藷 類 解
j
の本文の体裁については、浜田氏の「倭
ei 2 ) 




し漢字に当る朝鮮語（その飛後の一字は原則として、見出し漢 字 の 朝 鮮 字 音 で あ る ） を 、 ま た 、 左 に は 、 見 出 し 漢 字 の 日本字 音 を 、 さ ら に そ の 下 に 0 印 を 介 し て 、 見 出 し 話 に 対 す る日 本 語 を 、 い ず れ も す ぺ て 筍 文 を も っ て 注 し て い る 。
こ の よ う に 浜 田 氏 は
『 倭 話 類 解 』 の 本 文 の 体 裁 を 一 っ し か 掲 げ





日 本 字 音 の 記 戟 の 有 無 と 位 置 を 細 分 す る こ と に よ っ て 、 浜 田 氏 が指 摘 し て い る 体 裁 （ 原 則 的 な 体 裁 ） 以 外 に 、 以 下 で 詳 述 す る 例 外的 な 体 裁 も 二 植 類 認 め ら れ る こ と が で き 、 合 わ せ て 三 種 類 に 分 類
（住3〉
さ れ る 。
．
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